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畳み込みニューラルネットワークを⽤いた
MITSuME望遠鏡画像からの突発天体検知

伊藤尚泰、村⽥勝寛、⾼橋⼀郎、細川稜平、笹⽥真⼈、庭野聖史、⾕津陽⼀、河合誠之 (東⼯⼤理)、
篠⽥浩⼀、井上中順 (東⼯⼤情報理⼯)、伊藤亮介 (美星天⽂台)、下川辺隆史 (東⼤)

OISTER Workshop 13th, 2022年2⽉28⽇
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突発天体検知の⽬的

•⼤⽬標：宇宙における重元素の起源を解明
•中⽬標：中性⼦星合体から重⼒波と共に放射される電磁波を観測
•⼩⽬標：望遠鏡画像から突発天体を発⾒

2Credit: P. K. Blanchard / E. Berger / P. Edmonds

GW170817：電磁波対応天体の発⾒
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V. A. VILLAR, et al. (2017)

GW170817：数⽇で減光
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1.  差分画像法

2. 機械学習ベースの⼿法（飯⽥修論、2020）

過去画像 差分画像観測画像

成功例
差分画像で突発天体のみを残す

甲南⼤浜崎修論 (2020)

失敗例
異なる望遠鏡間の差分画像では
引き残しが発⽣

機械学習を⽤いた識別器
突発天体なし

突発天体あり

図 2.8. Negative画像（突発天体なしの画像）と Positive画像（疑似突発天体ありの画像）の例。。中心の
明るい部分が銀河で、黄色い丸で囲った点が擬似突発天体である。銀河の見かけのサイズが対象画像より、
参照画像の方が大きい例がある。これは、参照画像の方が検出限界が深く、銀河の裾の暗い部分まで検出し
ているからだと考えられる。
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観測画像 過去画像

図 2.8. Negative画像（突発天体なしの画像）と Positive画像（疑似突発天体ありの画像）の例。。中心の
明るい部分が銀河で、黄色い丸で囲った点が擬似突発天体である。銀河の見かけのサイズが対象画像より、
参照画像の方が大きい例がある。これは、参照画像の方が検出限界が深く、銀河の裾の暗い部分まで検出し
ているからだと考えられる。
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突発天体検知の既存⼿法

突発天体
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•特⻑：先⾏研究（機械学習ベース）より実践的
•識別性能評価：擬似→実物の突発天体画像

提案⼿法：特⻑/概要/性能
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観測画像

過去画像
機械学習による

識別器 突発天体なし

突発天体あり

観測画像 ：天体

実運⽤時の予測性能：S/N > 10で97％検知


